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調整池断面位置図
＜２号調整池設計諸元＞

貯砂容量V=8613.03m3

貯水容量V=65886.45m3＞52214m3

HWL=202.00（17883.20㎡）

池天端=204.00

LWL②=197.30（ 7054.23㎡）
V=2116.26m3

V=65886.45m3

H0.30m

H4.70m

池底 =197.00（ 7054.23㎡）

LWL =197.30（10153.59㎡）

HHWL=202.40

池底 =197.00（ 7054.23㎡）
池底 =196.00（ 5939.31㎡） V=6496.77m3H1.00m

＜３号調整池（新）設計諸元＞

貯砂容量V=4604.41m3

貯水容量V=12396.19m3＞10291m3

池天端=184.20

LWL②=182.25（2982.35㎡）
V=1938.52m3

V=12396.19m3

H0.65m

H1.95m

池底 =181.60（2982.35㎡）

LWL =182.25（5413.63㎡）
HWL=184.20（7300.42㎡）
HHWL=(堀込池のため設定なし）

池底 =181.60（ 2982.35㎡）
池底 =180.60（ 2349.43㎡） V=2665.89m3H1.00m

＜１号調整池設計諸元＞

貯砂容量V=8462.13m3

貯水容量V=44889.87m3＞36626m3

池天端=195.15

LWL②=190.60（ 6926.83㎡）
V=2078.04m3

V=44889.87m3

H0.30m

H3.65m

池底 =190.30（ 6926.83㎡）

LWL =190.60（9447.92㎡）
HWL=194.25（15149.27㎡）
HHWL=194.55

池底 =190.30（ 6926.83㎡）
池底 =189.30（ 5841.36㎡） V=6384.09m3H1.00m

190.3

190.3

180.6

197.0

2号調整池

1号調整池

3号調整池

FH=215.00

FH=213.00

mitsunobu
テキストボックス
資料－20、資料－21




河川NO.3+20
FH=188.775

付替え河川

△HWL（1/50ｒ洪水位）=194.25
▽LWL（平水位）=190.60

△池底=190.30（低水層下部）

▽HHWL(1/100r洪水位）=194.55

FH=195.15

FH=191.00

開
発
区
域
界1:3.01:3.0

１号調整池

△HWL（1/50ｒ洪水位）=194.25
▽LWL（平水位）=190.60

▽HHWL(1/100r洪水位）=194.55

１号調整池

開
発
区
域
界

FH=195.15 FH=195.15
調整池天端

FH=195.15
調整池天端 調整池天端

1:3.0
1:3.0

1:3.0

1:3.0

1:3.0

1:3.0

洪水調整池帰属用地

洪水調整池帰属用地

１号調整池断面図　S=1:1600(A4)

１－１断面図

１－２断面図

バイオログフィルタ-

△池底=189.30（堆砂下部）

バイオログフィルタ-

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。

湿地性植物保存地

（W=5.0mを帯状に整備（水深0.3ｍ））

貯水層の容量は湿地性植物の体積分

余裕をもって確保し、洪水調整容量とする。

湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

△池底=190.30（低水層下部）△池底=189.30（堆砂下部）

バイオログフィルタ-

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。

湿地性植物保存地

（W=5.0mを帯状に整備（水深0.3ｍ））

貯水層の容量は湿地性植物の体積分

余裕をもって確保し、洪水調整容量とする。

湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

バイオログフィルタ-

＜１号調整池設計諸元＞

貯砂容量V=8462.13m3

貯水容量V=44889.87m3＞36626m3

池天端=195.15

LWL②=190.60（ 6926.83㎡）
V=2078.04m3

V=44889.87m3

H0.30m

H3.65m

池底 =190.30（ 6926.83㎡）

LWL =190.60（9447.92㎡）
HWL=194.25（15149.27㎡）
HHWL=194.55

池底 =190.30（ 6926.83㎡）
池底 =189.30（ 5841.36㎡） V=6384.09m3H1.00m

調整池天端

△HWL（1/50ｒ洪水位）

△池底（低水層下部）

▽HHWL(1/100r洪水位）

1:3.0

△池底（堆砂下部）

バイオログフィルタ-

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。

（W=5.0mを帯状に整備）

湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

湿地性植物保存地

＜貯水層＞

＜貯砂層＞

＜湿地性植物保存地拡大図＞

(水深0.3-0.65ｍ）

DL=170.00

DL=170.00



(Ｈ　：　ｍ）

LWL②（平水位）=190.60（9253.24㎡）
LWL （平水位）=190.60（9447.92㎡）

HWL（1/50ｒ洪水位）=194.25（15149.27㎡）

191.60（10921.60㎡）

192.60（12461.93㎡）

193.60（14068.95㎡）

＜１号調整池H-V曲線＞

V=2078.04ｍ3

V=10184.76ｍ3

V=21909.85ｍ3

V=35275.31ｍ3

V=44889.87ｍ3

500
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V=8462.13m3

LWL②=190.60（ 6926.83㎡）
池底 =190.30（ 6926.83㎡）

池底 =190.30（ 6926.83㎡）
池底 =189.30（ 5841.36㎡）
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＜１号調整池設計諸元＞

貯砂容量V=8462.13m3

貯水容量V=44889.87m3＞36626m3

池天端=195.15

LWL②=190.60（ 6926.83㎡）
V=2078.04m3

V=44889.87m3

H0.30m

H3.65m

池底 =190.30（ 6926.83㎡）

LWL =190.60（9447.92㎡）
HWL=194.25（15149.27㎡）
HHWL=194.55＜１号調整池容量根拠図＞

池底 =190.30

LWL =190.60191.60192.60
193.60HWL=194.25

LWL =190.60

湿地性植物保存地
A=2,326㎡

ハンノキの貯水層内の堆積（成木・幹直径0.25ｍと仮定）
１本当たりの堆積＝3.14×0.125＾2×貯留水深3.65ｍ＝0.179ｍ3

保存地の湿地性樹木堆積＝94本×0.179ｍ3＝17ｍ3
保存地の植樹本数＝保存地面積2326㎡÷密度＜1本/25㎡＞＝94本

【貯水容量への影響】

洪水貯水容量の余裕8263ｍ3＞17ｍ3　であるため洪水貯水機能に問題なし。

池底 =190.30（ 6926.83㎡）
池底 =189.30（ 5841.36㎡） V=6384.09m3H1.00m

池底 =190.30

池底 =189.30



河川NO.7+80
FH=194.252

付替え河川

FH=198.00

FH=202.00

FH=206.00

FH=198.00

FH=202.00

FH=204.00

FH=197.30

△HWL（1/50ｒ洪水位）=202.00
▽LWL（平水位）=197.30

▽HHWL（1/100ｒ洪水位）=202.40

FH=202.00

1:3.0
1:3.0

1:3.0
1:2.0

1:2.0 1:2.0

２号調整池

道NO.4+60
FH=209.930

1.5％ 1.5％ 1.0％

調整池天端

２号調整池

1:3.0
1:3.0

1:3.0

△HWL（1/50ｒ洪水位）=202.00
▽LWL（平水位）=197.30

▽HHWL（1/100ｒ洪水位）=202.40

1:3.0

1:3.0

1:3.0

1:3.0

1:3.0

1:2
.0

1:3.0

1:3.0

FH=202.00FH=202.00

FH=205.00

FH=205.00

洪水調整池帰属用地 町道認定道路

洪水調整池帰属用地 町道認定道路

FH=213.00

２号調整池断面図　S=1:1600(A4)

２－１断面図

２－２断面図

△池底=197.00（低水層下部）△池底=196.00（堆砂下部）

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。

湿地性植物保存地

（W=5.0mを帯状に整備（水深0.3ｍ））
貯水層の容量は湿地性植物の体積分

余裕をもって確保し、洪水調整容量とする。

湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。

湿地性植物保存地

（W=5.0mを帯状に整備（水深0.3ｍ））

貯水層の容量は湿地性植物の体積分

余裕をもって確保し、洪水調整容量とする。

湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

△池底=197.00（低水層下部）△池底=196.00（堆砂下部）

＜２号調整池設計諸元＞

貯砂容量V=8613.03m3

貯水容量V=65886.45m3＞52214m3

HWL=202.00（17883.20㎡）

池天端=204.00

LWL②=197.30（ 7054.23㎡）
V=2116.26m3

V=65886.45m3

H0.30m

H4.70m

池底 =197.00（ 7054.23㎡）

LWL =197.30（10153.59㎡）

HHWL=202.40

池底 =197.00（ 7054.23㎡）
池底 =196.00（ 5939.31㎡） V=6496.77m3H1.00m

△HWL（1/50ｒ洪水位）

△池底（低水層下部）

▽HHWL(1/100r洪水位）

1:3.0

△池底（堆砂下部）

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。

（W=5.0mを帯状に整備）

湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

湿地性植物保存地

＜貯水層＞

＜貯砂層＞

＜湿地性植物保存地拡大図＞

(水深0.3-0.65ｍ）
バイオログフィルタ-

バイオログフィルタ-

バイオログフィルタ-

バイオログフィルタ-

バイオログフィルタ-

DL=180.00

DL=180.00
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＜２号調整池H-V曲線＞

V=10910.88ｍ3

V=23399.61ｍ3

V=37613.28ｍ3

V=53588.38ｍ3

500

1

HWL（1/50ｒ洪水位）=202.00（17883.20㎡）

LWL②=（平水位）197.30（9513.52㎡）
LWL （平水位）=197.30（10153.59㎡）

198.30（11668.17㎡）

199.30（13246.02㎡）

200.30（14921.93㎡）

201.30（16640.60㎡）

V=65886.45ｍ3

55000 60000 65000

貯
砂

層
H

=1
.3

0m
貯

水
層

H
=4

.7
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LWL②=197.30（ 7054.23㎡）

V=2116.26m3
池底 =197.00（ 7054.23㎡）

池底 =197.00（ 7054.23㎡）
池底 =196.00（ 5939.31㎡）

V=8613.03m3

＜２号調整池設計諸元＞

貯砂容量V=8613.03m3

貯水容量V=65886.45m3＞52214m3

HWL=202.00（17883.20㎡）

池天端=204.00

LWL②=197.30（ 7054.23㎡）
V=2116.26m3

V=65886.45m3

H0.30m

H4.70m

池底 =197.00（ 7054.23㎡）

LWL =197.30（10153.59㎡）

HHWL=202.40

＜２号調整池容量根拠図＞

池底 =197.00
LWL =197.30

LWL =197.30

198.30199.30200.30201.30
HWL=202.00

ハンノキの貯水層内の堆積（成木・幹直径0.25ｍと仮定）
１本当たりの堆積＝3.14×0.125＾2×貯留水深4.70ｍ＝0.231ｍ3

保存地の湿地性樹木堆積＝99本×0.231ｍ3＝23ｍ3
保存地の植樹本数＝保存地面積2460㎡÷密度＜1本/25㎡＞＝99本

【貯水容量への影響】

洪水貯水容量の余裕13672ｍ3＞23ｍ3　であるため洪水貯水機能に問題なし。

湿地性植物保存地
A=2,460㎡

池底 =197.00（ 7054.23㎡）
池底 =196.00（ 5939.31㎡） V=6496.77m3H1.00m

池底 =197.00

池底 =196.00



河川BC1
FH=182.950

付替え河川

開
発
区
域
界

洪水調整池帰属用地

▽HWL（1/50ｒ洪水位：池天端）=184.20
▽LWL（平水位）=182.25

△池底=181.60（低水層下部）

1:3.0

３号調整池

河川NO.1+20
FH=183.290

付替え河川

開
発
区
域
界
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バイオログフィルタ- バイオログフィルタ-

湿地性植物保存地

（W=5.0mを帯状に整備（水深0.3-0.65ｍ））

貯水層の容量は湿地性植物の体積分

余裕をもって確保し、洪水調整容量とする。

△池底=180.60（堆砂下部）

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。
湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

△池底=181.60（低水層下部）

バイオログフィルタ-

湿地性植物保存地

（W=5.0mを帯状に整備（水深0.3-0.65ｍ））

貯水層の容量は湿地性植物の体積分

余裕をもって確保し、洪水調整容量とする。

△池底=180.60（堆砂下部）

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。
湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

バイオログフィルタ-

＜３号調整池（新）設計諸元＞

貯砂容量V=4604.41m3

貯水容量V=12396.19m3＞10291m3

池天端=184.20

LWL②=182.25（2982.35㎡）
V=1938.52m3

V=12396.19m3

H0.65m

H1.95m

池底 =181.60（2982.35㎡）

LWL =182.25（5413.63㎡）
HWL=184.20（7300.42㎡）
HHWL=(堀込池のため設定なし）

池底 =181.60（ 2982.35㎡）
池底 =180.60（ 2349.43㎡） V=2665.89m3H1.00m

△HWL（1/50ｒ洪水位）

△池底（低水層下部）

1:3.0

△池底（堆砂下部）

堆砂層エリアを湿地性植物保存地と隔離して、
単独で計画堆砂量を貯砂出来るよう整備。

（W=5.0mを帯状に整備）

湿地性植物保存地へ堆積する前に浚渫維持管理

湿地性植物保存地

＜貯水層＞

＜貯砂層＞

＜湿地性植物保存地拡大図＞

(水深0.3-0.65ｍ）
バイオログフィルタ-
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池底 =180.60（ 2349.43㎡）
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＜３号調整池（新）設計諸元＞

貯砂容量V=4604.41m3

貯水容量V=12396.19m3＞10291m3

池天端=184.20

LWL②=182.25（2982.35㎡）
V=1938.52m3

V=12396.19m3

H0.65m

H1.95m

池底 =181.60（2982.35㎡）

LWL =182.25（5413.63㎡）
HWL=184.20（7300.42㎡）
HHWL=(堀込池のため設定なし）

＜３号調整池容量根拠図＞

池底 =181.60

LWL =182.25

LWL =182.25

183.25

HWL=184.20

湿地性植物保存地
A1,877㎡

ハンノキの貯水層内の堆積（成木・幹直径0.25ｍと仮定）
１本当たりの堆積＝3.14×0.125＾2×貯留水深1.95ｍ＝0.096ｍ3

保存地の湿地性樹木堆積＝76本×0.096ｍ3＝8ｍ3
保存地の植樹本数＝保存地面積1877㎡÷密度＜1本/25㎡＞＝76本

【貯水容量への影響】

洪水貯水容量の余裕2105ｍ3＞8ｍ3　であるため洪水貯水機能に問題なし。

池底 =181.60（ 2982.35㎡）
池底 =180.60（ 2349.43㎡） V=2665.89m3H1.00m

池底 =181.60池底 =181.60


